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１．はじめに
　むすび塾は2012年１月に発足し、2012年２月の大型
ワークショップや、2012年８月と11月の佛教大学との合
同ワーク等、計14回の活動を行ってきた。中心メンバー
は12名で、主に平日の業務時間終了後、17時30分から19
時に教室や会議室等の学内施設に集まり活動している

（2012年11月末現在）。
　むすび塾の活動目的は、「職員相互のコミュニケーショ
ンの活性化」であり、それを達成するため、次の２点の活
動方針を持っている。

（1）職員が気軽に集まれる「場づくり」を行うこと。特定
の職員が一方向に知識を与えようとする「教室型」ではな
く、参加者同士が気軽に悩みや課題を相談し、ときには参
加研修会の報告等ができる「広場型」の環境設定を心がけ
ていること。

（2）参加者の対話による気づきと学びを、最大の成果と
位置付けていること。参加者一人が講話する「知識教授
型」ではなく、対話を尊重する「コミュニケーション促進
型」となっている。
　これらの特徴が形成された経緯について、設立当時の
状況から紹介する。

２．構想から設立まで
2.1．設立のきっかけ
　むすび塾の設立は、第９回SDフォーラム（大学コン
ソーシアム京都主催／2011年10月23日開催）の影響を受
けている。同フォーラムは、「大学職員のキャリアデザイ
ン」を全体テーマとして開催され、本学からも多くの職員
が参加した。特に、愛媛大学の秦教授の基調講演「大学職
員のキャリア形成を大学運営に活かす」では、SPOD（四
国地区大学教職員能力開発ネットワーク）を中心に組織
的に展開されているSD活動の一端が紹介され、筆者を含
め多くの参加者が刺激を受けた。
　フォーラム後、本学の参加者同士で「理想とする大学職
員像とは」という話題に発展し、まずは将来を語り合える
場づくりが必要であるという認識で一致し、自主的勉強
会設立に向けた取り組みをスタートさせることとなった。

2.2．コンセプトの確立
　「飲むだけの集まりさえ、無いよりは有った方がマシ。
できれば飲み会以上、勉強会未満でみんなが気軽に集ま
れる場を設けたい！」。最大の設立動機は、職員同士がコ
ミュニケーションをとれる場の創設であった。
　それを裏付けるような発表が、第10回SDフォーラム
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（大学コンソーシアム京都主催/2012年10月21日開催）の
分科会で、株式会社ジェイフィール・重光直之氏により行
われている。「昨今、社内活性化の取り組みとして社員旅
行や社内運動会等を再開する企業が増えているという。
背景には、近年、目標管理制度の導入に代表される成果主
義型人事制度が浸透したことで、社員個々に自分の成果
を達成する動きが強まり、社員同士の協力関係が希薄に
なっていることがあげられる。仕事の優先順位が評価項
目を意識したものとなり、積極的に後輩や部下を育成し、
挑戦する風土が失われる環境となっているという。」
　以上のような問題は、むすび塾の発足メンバーが少な
からず抱いていた危機感とも一致していた。

2.3．名称の決定
　むすび塾は構想期から本格的な活動を展開するまでに
約２か月を要している。
　当初、「勉強会」という仮称で運営していたが、独自の名
称を設けることとし、その過程をとおして活動の目的や
理念を話し合うことができた。ブレーンストーミング形
式で出された名称候補数は50を超えたが、職員が結集し、
新しいものを産み出す「むすび」という言葉に、松下村塾
や松下政経塾等をイメージし、前向きな職員が自らの意
志で学ぶ場をつくっていく「塾」を組み合わせた言葉とし
て、「むすび塾」と命名した。もちろん、「むすび」は本学学
歌の１フレーズにある「むすびわざ」を意識している。

　名称が決定するまでの２か月は、むすび塾の活動目的
をじっくり議論した時間であり、この期間があったから
こそ、現在までぶれない活動が続けられていると振り返
ることができる。

３．活動記録
　むすび塾の活動スタイルは、表１のとおりに分類する
ことができ、設立から2012年11月30日までに14回のセッ
ションを行った。
　活動スタンスとしては、一言で表せば「ゆるく、ほそく、
長く」である。運営者の負担を極力軽減する「ゆるさ、ほそ
さ」と、次の機会へと活動を紡げる「長さ」を最重要視して
いる。この言葉は、集まりを実施することが目的となり、
活動の継続が辛くなってしまわないための合言葉として、
メンバー間で繰り返し使われている。

3.1．活動実績（2012年）
１月17日　「むすび塾」の名称決定
１月25日　設立趣旨の確認、活動内容の企画
１月31日　ワークショップ実施概要の策定
２月８日　ワークショップの詳細案の決定
２月16日　外部研修参加報告、近況報告
２月23日　ワークショップ直前のミーティング
２月24日　ワークショップの開催
３月８日　ワークショップの振り返り、今後の活動検討
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７月５日　近況活動報告、今後の活動計画
７月17日　佛教大学有志職員との合同ワークの企画
８月３日　佛教大学有志職員との合同ワーク、懇親会
８月23日　本学の歴史認識inむすびわざ館
９月７日　第10回SDフォーラム分科会A
　　　　　報告内容検討ミーティング
11月６日　佛教大学有志職員との合同ワーク

3.2．特徴的な活動
3.2.1．大型ワークショップ
　職員同士のコミュニケーション活性化とむすび塾の活
動紹介を目的に、2012年２月24日に参加対象者を広げ、
ワークショップを開催した。
　テーマは、「仕事のモチベーションを上げ下げするもの
はなんだろう！？」。主に奉職10年目未満の職員18名が
参加し、活発な対話が行われた。モチベーションの変動要
因としての多数意見は、上司をはじめとした職場内での
意思疎通の重要性と、自身のスケジュールや体調管理等、
セルフマネジメントの徹底であった。
　参加者アンケートでは、回答者全員から、このワーク
ショップに対して、「参加してよかった」または「どちらか
というと参加してよかった」との評価を得た。
3.2.2．佛教大学との交流
　2012年８月及び11月に、本学「むすび塾」と、佛教大学
の職員有志で結成された勉強会「縁ing」（「えにしんぐ」と
読む）との合同ワークショップを行った。テーマは、第１
回目が「超過勤務の削減方法とは？」（主催：むすび塾）、第
２回目が「先輩後輩が上手にコミュニケーションを取る
ためには？」（主催：縁ing）であった（図１参照）。
　それぞれの勉強会で特徴的であったのは、参加者が職
場環境や人間関係といった個別の事情を抜きにして取り
組めたことである。これは、他大学の職員には、所属大学
での人間関係等を説明しても通用しないためであったが、
結果として、各自が自責型の視点でセッションに取り組
み、気づきを得られやすいものとなった。例えば、人事異
動の時期や内示のタイミング、土日の勤務体系等、本学で
当たり前で過ごしてきたことが他大学では異なることを
知り、改善・改革意欲の向上につながった。
　佛教大学の「縁ing」と本学の「むすび塾」を繋げると、

「縁むすび」と読むことができる。両大学の勉強会が将来
にわたって縁をむすび（産み出し）続けるものになってい
くことを期待している。
3.2.3．同志社大学からの訪問
　2012年８月には同志社大学で職員研修に関する調査

を行っているグループより訪問を受け、むすび塾の活動
内容について説明を行った。同志社大学でも有志職員に
よる勉強会が行われており、互いの大学の状況を意見交
換することができた。同志社大学では、Facebookのグ
ループ機能を活用した勉強会の開催案内や報告がなされ
ており、参加者数の増加につながっているという。今後の
むすび塾の活動を行っていく上でのヒントを得ることが
できた。

3.3．むすび塾の活動がもたらす効果
　むすび塾では、意欲が高い職員が集まる場を提供する
ことで、後述する職員相互のコミュニケーション活性化
や自己啓発意欲の向上だけでなく、業務上での課題発見
と改善への気づき、職業観の育成が図られる等の効果が
表れ始めている（図２参照）。
　また、メンバー個々の活動が、むすび塾で定期的に共有
されることで、刺激を与えあい、さらに個々の活動が活発

図２．むすび塾の活動効果イメージ

図１．第２回合同ワークショップの様子（佛教大学）
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化していくという好循環を生み出している。
3.3.1．コミュニケーションの活性化
　業務内容に関する助言だけでなく、仕事の進め方や人
間関係の円滑化といった共有できる課題に対し、気軽に
話し合える関係構築が進んだ。さらに、所属部署が実施す
るイベントへの参加要請や協力依頼が活発に行われるよ
うになり、部署を超えた協力関係の向上が見られた。
3.3.2．自己啓発意欲の向上
　メンバー相互の情報提供や参加呼び掛けにより、外部
で実施される大学職員フォーラム（高等教育研究会主催
／2012年１月７日開催）や大学行政管理学会総会（2012
年９月８・９日）及び各種分科会（2012年７月７日開催
他）等に積極的に参加するようになった。また、その成果
がむすび塾で報告され、メンバー同士で自己啓発意欲の
喚起につなげられている。
　なお、第10回SDフォーラム（大学コンソーシアム京都
主催／2012年10月21日開催）では、メンバーの山内尚子
が、分科会でむすび塾の活動について発表を行った。この
フォーラムには、むすび塾メンバー12名のうち６名が参
加した。

3.4．今後の課題
　むすび塾の今後の課題として、以下の２点を挙げる。
3.4.1．学内参加者の増加に向けた活動
　むすび塾の活動を続けていくにあたり、新たな参加者
を増やしていく必要がある。メンバー全員で協力関係を
保ちながら進めているとはいえ、活動回数が増えていく
につれて、メンバーの負担が増えてしまうからである。負
担が増えたがために、活動が疎かになる、また最悪の場合、
むすび塾自体の存続が危ぶまれる状況にならないために
も、新たな参加者が自然に増加するよう、自主的勉強会の
告知および実施方法に工夫が必要であると考える。
3.4.2．学外研修会等への積極的な参加
　学内および他大学との自主的勉強会も大事なことであ
るが、今後のむすび塾の活動スタイルに多様性を持たせ
るため、また、自分自身の仕事へ反映させていくためにも、
大学行政管理学会や高等教育研究会等が主催する研修会
へ参加し、見聞を広めることが必要であると考える。

４．むすび
　むすび塾をスタートして１年足らずであるが、活動を
通じて、つながる場をつくり、そこで互いを知り認め合う
ことが、その先にある信頼関係の構築につながっていく
ことを知ることができた。

　よりよい人間関係構築は、一朝一夕にはできない。時間
をかけ、仲間意識を醸成し、職場をコミュニティとして再
生していくことが、むすび塾の活動成果として表現して
いきたいものである。そのためには、私たちの活動に賛同
する職員が自然に増加していくことが理想である。
　他方、参加者数は、活動を続けるうえで重要であるが、
今後も積極的な勧誘活動を行う予定はなく、「来る者は拒
まず、去る者は追わず」のスタンスを貫きたいと考えてい
る。これらは、最初に記したとおり、運営者側が負担にな
り、開催すること自体が集まりの目的になってしまわな
いことを強く意識した姿である。
　むすび塾は、これらのバランスを保ちながら、「ゆるく、
ほそく、長く」を合言葉に、地道な活動をこれからも続け
ていきたい。
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